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第64号

足立区民生・児童委員協議会だより題字

　　　　　　　寒暖差が激しく、いつもとは違う冬で
　　　　　　 したが、子どもたちが元気に登校をする
　　　　　　 姿を見ると嬉しくなります。
　新型コロナも減少傾向にあり、昨年から猛威を振る
っていたインフルエンザも、やっと落ち着いてきました。
今は卒業に慌ただしい毎日だと聞きました。まだまだ児
童虐待・登校拒否・子どもの貧困と、様 な々問題に直面
している先生方も多く、特に最近では、報道にもあるヤ
ングケアラーと深刻な問題が山積みです。
　今後も私たち主任児童委員は、ケースに応じ関係機
関と連携を図り皆様のご協力を仰ぎながら、足立区の
子どもたちのために一人ひとり自覚を持ち、子どもが誇
りをもって学び、健やかに元気に育つよう力を尽くしてい
きます。

　　　　　　 　一斉改選により、広報委員長就任以
　　　　　　 来、早や一年が過ぎました。コロナ禍の
　　　　　　民生・児童委員活動が制約される中、記
事収集等に苦心しながら広報委員全員が無我夢中で歩
んできた一年だったと思います。社会活動も以前に戻り
活性化しつつある現在は、民生・児童委員活動も忙しく
なってきているようです。
　こうした中で広報委員会では、年間テーマを「創意と
工夫と挑む心で一歩前進」と掲げて、社会の変化に正し
く対応できる力を養いながらの活動を、目指していきた
いと思います。
　これからも広報紙「さくら」に対しご意見をいただき
ながら、より良いものに進化させていきたいと思います。
皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。
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「本にさくまぼろしの花」　弘道第一小　４年　菊田　美乙梨　作
きくた　　み お り
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第77回東京都　民生委員・児童委員大会

　秋晴れの令和５年11月28日、第77回東京都民
生委員・児童委員大会が開催されました。
　式典は国歌斉唱、物故者の追悼、信条朗読と続
き、来賓のご挨拶の後、表彰状・感謝状の贈呈に
なり皆さまの長年にわたる功労がねぎらわれました。
　最後に地域福祉のさらなる推進をはかるため、

「東京都民生委員・児童委員大会宣言」が採択さ
れました。　（常東地区　会長　齋藤祐子　記）

地域福祉の
　さらなる推進をめざす

◀立川市民生委員・
　児童委員によるコーラス

▲東京都民生委員・児童委員大会宣
  言の朗読（文京シビックホールで）

▲表彰状贈呈

　東日本大震災の具体的な事例を紹介しながら、命
を守るための本質と課題をわかりやすく学びました。
私たちは、激甚化・極端化する気象状況、不意に襲っ
てくる地震に、どのように共存していけばいいのでしょ
うか。

<基本的な考え方>
❶ 災害時はまず自分と家族の安全確保
❷ 平時の支援体制づくりに協力する
❸ 要支援者の援助体制づくり
　近年の激甚化する災害では、住民主体の防災対策
の必要性が迫られています。まず、住民一人ひとりが
「自らの命は自らが守る」ことを意識することです。民
生委員や消防団員などが、要支援者を助けに行き、災
害に巻き込まれる「共助死」はなんとしても防がなくて
はなりません。
　そのうえで地域の特性に合わせた防災対策を、住民
主体で構築することです。行政はそれをサポートする
形に、大転換せざるをえない状況になってきています。
「津波てんでんこ」の教え
　東北三陸地方に、「津波てんでんこ＝津波の時には

てんでんばらばらに高台へ逃げろ」という、言い伝えが
あります。大規模災害に直面した時に、私たちは実践
できるでしょうか。多くの人たちは子どもや親など「大
切な人」の安否を真っ先に思い浮かべ、そこに駆け付
けようとします。実際、東日本大震災でも安否確認のた
め避難先から戻って、津波にのまれた方が多くいました。
　地域の避難所で必ず合流する、数日間は会社や学
校にとどまるといった「行動計画」を家庭やコミュニテ
ィで話し合い、徹底することです。万一のときはそれぞ
れが計画通りに行動し、お互いを“信頼で結ぶ”ことが
一番大切。防災は「地域にとっての共通の壁である自
然災害に皆で向き合うことで、コミュニティの再生につ
なげる」と発想を転換すべきです。
　　　　　　（常東地区　会長　齋藤祐子　記）

「災害への備えと地域づくり 
　  ～関東大震災１００年を迎えて～」 から

片田敏孝 特任教授
記念講演 東京大学大学院情報学環

総合防災情報研究センター 

片田 特任教授プロフィール

　災害への危機管理対応、災害情報伝達、

コミュニケーション・デザイン等につい

て研究するとともに国・外郭団体・地方

　　自治体の防災行政の推進にあたっ

　　　ている。 
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中学生短歌コーナー 小学生絵画コーナー
足立区立第四中学校
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「海の火山とダイオウイカ」

桜花小　３年　山 崎　稜 真　作

「ボールで遊んでいるクマとウサギ」

弘道小　２年　半 沢　芙有子　作

◆厚生労働大臣表彰
社会福祉功労（基準日＝令和５年11月15日　社会福祉事業の推進に寄与し、またはその業務に精励した者
　　　　　　　　で他の模範になる者）
　星野　雅夫

◆全国民生委員児童委員連合会会長表彰
功労者表彰（基準日＝令和４年11月30日　在職20年以上）
　坂井　成一

永年勤続民生委員・児童委員表彰（基準日＝令和４年11月30日　在職10年以上）
　瀬間　幸子　　中島　靜香　　重城　陽子　　本藤　睦美　　茶圓　敏江　　南方　洋子　　吉澤たち子
　石井　昇二　　野間　一夫

◆東京都知事表彰
特別功労賞（基準日＝令和５年10月１日　在職17年以上）
　清水　佳子　　宇田川幸栄　　北川富美子　　岩井　正行　　石川　祥江

◆東京都社会福祉協議会会長表彰（基準日＝令和５年10月１日　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　在職９年以上10年未満で功績顕著な方）
　木村　克博

（敬称略）
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受賞された皆様、
　誠におめでとう
　　ございます！！

各種表彰受賞者名簿
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　赤い羽根「共同募金」は、第二次世界大戦後の
昭和22（1947）年に「国民たすけあい運動」として
始まりました。「困ったときはお互いさま」の気持
ちから、当時「およそ６億円」（現在の貨幣価値にする
と、1,200億円相当）もの寄付が集まったそうです。
　コロナ禍で街頭での募金活動が中止になって
いた共同募金が、令和５年は区内の駅頭や足立区
役所など21か所で実施されました。11地区でも民
生・児童委員10数名が募金箱を持ち、梅島駅に立
ちました。
　財布を手に足早に駆けてくる方に募金箱を向け
ると、券売機で切符を買うところでがっかり…など
もありましたが、一度通り過ぎた方が引き返して募
金してくださったり、外国の方も進んで募金してく
ださったりして、とてもうれしく思いました。

赤い羽根共同募金 総額約90万円が集まる

　今回は総額902,932円の募金が集まりました。集
まった寄付金は、子どもたち・高齢者・障がい者の
支援や、市民団体などの助成金に使われます。
＊参考 赤い羽根共同募金ホームページ、歴史より
　　　　　　　　　（11地区　𠮷井　代　記）

▲梅島駅にて募金活動　　

　身元不明者や親族等がいない人が亡くなった場
合等に、死亡地の区市町村が「行旅病人および行
旅死亡人取扱法」「墓地埋葬法」に基づき、火葬し
遺骨を保管しています。そのうち、引き取り手のな
い「無縁遺骨」は全国で約六万柱＊（総務省調べ）。
特に身寄りのない独居高齢者の遺骨の引き渡し先
が見つからなかったケースが多いようです。
　足立区でもその数は、年々増加の一途をたどって
いるとのこと。また住所や氏名がすべて判明してい
るが、遺体を引き取るべき親族等が存在しない、ま
たは親族が引き取りを拒否している件数が、かなり
の割合で増加していることがわかりました。
　先日、私は足立区で無縁遺骨を保管している場
所を訪問しました。この建物が納骨堂であるという
標識はありませんが、枯れたお花と燃え尽きたお線
香が供えてありました。桜の木から花びらがヒラヒ

ラと舞い落ちてくる様子を見たとき、この中に引き
取り手のない遺骨が多数納められていると思うと
胸が熱くなるのを感じました。
　今後、人と人とのつながりがますます希薄化して
いく中で、民生委員にも引き取り手のない遺骨を増
やさない活動が望まれているのではないでしょうか。
＊出典 総務省 2023年3月28日 遺留金等に関する実態調査
　　　（15地区　向山義一　記）

●「さくら」への原稿募集中！
原稿は未発表のものに限ります。
誌面の都合上、事前に地区の広報委員
にご相談ください。
　　　過去の「さくら」はこちらから→

行旅死亡人追悼式▶

＊

引き取り手のない無縁遺骨




